
工務店として何か出来ないかと考えている最中、お付き合いの長い
友人家族が被害に遭いかけました。

友人は明石市在住で、築年数の古い賃貸一軒家に住んでいます。ト
イレの水の流れが悪いので見てもらおうと、スマホで「明石・水道工
事・水のつまり」などで検索した水道業者に来てもらったとのこと。

友人宅には2階にもトイレがあり作業中のトイレが使えなくても困らないので、業者には便器は
そのままでいいからとにかく帰ってもらうことにしました。後日、うちから手配した水道業者に
見てもらったところ、確かに古いタイプのトイレだったけれど部品を交換すれば難なく元通り
にすることができたのです。
結局、水の流れは解決したけれど、その原因がなんだったのかはわからずです。便器を外されて
元に戻してもらえなかったという現実だけが残りました。

友人曰く「来てくれたお兄ちゃんは若い子で、仕事は遅いけど一生懸命
してるようには見えた。だから、ただ単にその子の技術が未熟で直せな
かっただけなのかもしれない。でも、もしかしたらそれが手口で便器を

ないままです。

友人が支払った金額は初めの業者に３万円、次の業者に部品代と技術
料で２万５千円。合計で5万5千円です。はたして適正なのかどうか。

その仕事が誠実なものかを見極めるのは、とても難しいのです。

若林大工の判断で帰ってもらうことに

悪質かどうかの見分けは難しい

長年の友人が被害に！？

「便器を外すか、高圧洗浄をするかしかない。便器を外すのに3万円、高圧洗浄が5万円」と言わ
れ、「高圧洗浄機は今持っていないので便器を外してみていいですか」とのことで外してもらう
ことになったそうです。外すのにも時間がかかった上に、便器がとても古いタイプで元に戻すこ
とができず「便器を新しく変えるしかない」と言われたそうです。水の流れはよくなったので、あ
とは便器さえ元に戻れば良かったのですが、それは出来ないとのことでした。

その時点ですでに作業開始から10時間が経過。奥様がご主人にどうしたものか連絡して、うち
に相談の電話がかかってきたのです。


